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は
し
が
き
、
本
論
文
の
概
要

財
政
は
初
め
か
ら
政
治
と
経
済
が
本
質
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
己
て
よ
く
経
済
が
政
治
に
よ
っ
℃
歪
曲
さ
れ
る
と
謂
わ
れ
る
。

近
代
の
出
R
巳
官
民
♀
は
、
抗
代
経
済
学
を
背
景
と
し
て
、
科
学
的
、
計
量
的
方
法
に
工
っ

τ、
そ
の
欲
求
す
る
成
果
を
招
致
せ
ん

と
し
て
居
る
。
仲
間
し
之
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
。
そ
し
て
政
治
の
手
段
ゼ
あ
る
近
代
の
財
政
々
策
は
、
た
だ
単
に
経
済
政
策
の
中
心

ゼ
あ
る
だ
け
で
な
く
、
多
ミ
の
非
経
済
的
、
或
は
『
よ
り
よ
さ
人
間
生
活
』
の
建
設
を
意
図
す
る
、
経
済
外
的
叉
は
文
化
的
目
的
を
併

荷
さ
れ
て
い
る
。
そ
乙
て
財
政
之
業
白
成
果
は
共
の
一
部
分
、
経
済
価
値
理
論
の
み
か
ら
考
え
る
、
科
学
的
、
計
量
的
分
野
白
外
に
立

つ
。
こ
の
場
合
財
政
々
策
を
、
た
だ
経
済
的
視
野
の
み
か
ら
考
察
す
る
狭
量
の
故
に
、
之
を
非
科
学
的
で
あ
り
、
政
治
的
に
歪
曲
さ
れ

て
括
る
と
解
す
べ
き
ぞ
は
た
い
。
其
は
人
間
が
経
済
生
活
に
「
ゆ
と
り
」
白
あ
る
と
き
、
そ
の
理
想
又
は
「
よ
り
よ
さ
生
活
」
を
求
め

る
目
的
と
手
段
白
関
係
に
於
て
合
間
的
な
も
の
で
あ
る
。
政
治
的
歪
曲
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
文
化
的
価
値
と
経
済
的
価
値
を
併
せ
迫

求
す
る
人
間
社
会
生
活
の
生
き
た
姿
て
あ
る
。
ま
た
そ
乙
に
臆
史
的
に
、
あ
る
が
ま
ま
の
財
政
白
、
又
財
政
々
策
の
合
目
的
性
、
又
は

社
会
的
意
味
が
あ
る
。
然
し
か
よ
う
に
社
会
的
意
味
の
解
明
に
よ
る
現
実
の
説
明
は
決
し
て
、
回
家
生
活
、
又
は
政
治
の
基
盤
た
る
経
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済
の
繁
栄
、
予
算
の
均
衡
等
を
科
学
的
、
計
量
的
に
研
究
ぜ
ん
と
す
る
態
度
、
特
に
近
代
経
済
学
又
は
財
政
々
策
の
貢
献
と
そ
の
功
績

を
称
え
る
に
十
告
で
あ
る
も
り
で
は
な
い
。

、

近
代
財
政
政
策
の
棒
造

財
政
は
一
元
来
国
家
政
治
の
為
め
の
経
済
て
あ
り
、
常
に
国
家
の
政
治
に
結
び
つ
い
た
経
済
手
段
で
あ
る
。
そ
し
て
現
代
自
由
主
義
民

主
園
家
は
、
政
治
機
構
と
し
て
議
会
政
治
を
と
る
か

b
、
モ
の
財
政
及
び
財
政
ふ
床
心
構
造
、
即
ち
担
当
者
、
目
的
措
定
、
実
行
等
は
、

勢
い
政
府
、
議
会
政
治
等
の
関
聯
か
ら
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主
主
義
政
治
は
抽
象
的
に
は
「
国
民
白
、
国
民
の
為
め
に
、

国
民
に
よ
る
政
治
」
て
あ
る
が
、
現
実
に
は
、
尚
よ
り
深
く
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
議
会
政
治
は
、
議
会
を
通
ゴ
て
国
民
意
志
を
形

式
的
に
統
一
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
民
意
志
又
は
国
家
意
志
を
現
実
に
担
当
す
る
も
の
は
、
政
府
又
は
官
僚
に
よ
る
行
政
機
関
て
あ

る
。
モ
し
て
議
会
政
治
に
よ
る
国
民
意
志
統
一
の
過
程
を
見
る
に
現
代
の
議
会
は
各
政
党
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
即
ち
先
ず
多
数
を
占

め
る
政
党
が
通
常
内
閣
を
組
織
し
議
会
白
原
案
を
作
成
す
る
。
こ
の
場
合
多
数
党
世
代
表
す
る
政
府
白
意
志
叉
は
原
案
が
、
最
初
か
ら

必
ず
し
も
全
体
白
国
民
総
意
て
無
W
己
と
は
勿
論
て
あ
る
。
従
っ
て
之
を
政
治
的
に
国
民
の
総
意
志
と
す
る
為
め
に
は
、
議
会
に
提
出

し
、
反
対
党
も
入
れ
て
、
議
決
に
よ
っ
て
国
民
総
意
ま
で
に
形
式
的
に
統
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
。
そ
こ
で
マ
ク
イ
l
ず
ァ
は
『
国

家
は
全
結
社
の
調
整
力
て
あ
り
-
叉
、
社
会
心
最
後
の
調
整
者
で
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
』
と
い
う
。
そ
し
て
か
か
る
政
治
的
調
整
は
、

結
局
各
政
党
問
白
「
妥
協
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
む
て
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

己
の
場
合
先
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
政
府
が
議
会
に
提
出
す
る
原
案
に
つ
き
、
政
府
部
内
の
意
志
を
綜
合
し
統
一
す
る
こ
と
で
あ
る
。

元
来
政
府
を
構
成
す
る
各
部
局
は
、
部
局
と
し
て
、
例
え
ば
国
防
、
経
済
、
文
化
に
関
す
る
部
局
と
し
て
、
モ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
持
ち
、



各
々
評
価
金
具
に
し
て
居
る
か
ら
之
を
統
一
し
、
協
力
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
其
は
容
易
な
こ
と
で
な
い
。
嘗
て
ウ
イ
ル
ソ

ー
は
『
政
治
家
の
術
は
、
政
府
D
数
部
局
を
有
効
に
協
力
さ
古
る
術
が
、
モ
の
総
て
だ
』
と
い
っ
て
層
も
最
近
之
士
裏
付
け
る
如
く
、

一
九
五
七
年
一
月
十
一
日
の
『
年
頭
一
般
教
書
』
に
於

τ
『
私
は
わ
が
共
和
国
の
歴
史
に
わ
い
て
今
日
ほ
ど

強
く
、
政
府
部
内
の
あ
ら
ゆ
る
郁
局
に
わ
た
る
創
意
と
芙
知
と
決
断
が
必
要
と
さ
れ
る
時
は
か
つ
て
な
か
ヲ
た
」
と
言
っ
て
居
か
。
モ

ハ
註
=

れ
で
も
も

b
ろ
ん
議
会
民
提
出
さ
れ
る
場
合
に
は
政
府
の
意
志
は
、
ま
と
ま
っ
た
一
本
の
も
の
と
し
て
、
現
わ
れ
る
。
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十
八
日
、
九
頁
。

註
一
、
一
九
五
一
二
年
の
予
算
で
、
ト
ル
l

マ
ン
は
『
こ
の
予
算
は
我
図
民
の
安
全
と
福
利
並
び
に
世
界
平
和
に
対
す
ゐ
計
画
を
推
進
す
る
に
必
要
な
資

金
額
に
関
す
る
私
の
判
断
で
忘
る
』
之
い
り
て
居
る
。
斗
E
O
H円
。
晶
司
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件
司
「

然
し
之
が
議
会
の
原
案
と
な
っ
て
審
議
さ
れ
る
段
に
な
る
と
、
原
案
は
唯
多
数
党
を
代
表
し
、
叉
政
府
都
内
の
部
局
意
志
を
調
整
し

た
に
過
ぎ
な
い
か

b
、
当
然
野
党
の
批
判
を
受
け
、
之
と
妥
協
白
必
要
が
生
ず
る
。
モ
こ
で
次
に
各
政
党
由
意
志
が
如
何
な
る
構
成
に

よ
る
か
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

各
政
党
は
之
に
属
ナ
る
下
部
団
体
と
個
人
に
ょ
っ
と
、
一
つ
白
部
分
社
会
を
構
成
し
て
居
る
。
そ
し
て
各
政
党
は
モ
の
綱
領
が
異
る

尉
政
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如
く
、
各

Ltセ
白
評
価
組
織
と
評
価
士
異
に
す
る
o

士
た
各
政
党
綱
領
は
必
ず
し
も
、
所
属
す
る
各
個
人
白
意
志
を
正
確
に
反
映
す
る

と
は
限

b
な
い
。
輿
論
の
影
響
、
利
害
問
題
、
ポ
ス
の
勢
力
等
多
く
の
撹
乱
要
因
が
あ
る
。
仲
間
し
政
治
的
に
は
政
党
的
集
団
意
志
と
し

て
議
会
て
動
く
。
そ
し
て
か
か
る
評
価
を
具
に
し
、
利
害
を
異
に
す
る
多
く
の
政
党
が
議
会
に
集
合
し
、
討
論
と
採
決
に
よ
っ
て
、
政

「
妥
協
」
に
よ
っ
て
形
式
的
に

治
的
に
一
つ
の
国
民
意
志
に
統
一
さ
れ
る
場
合
、
結
局
、
郁
分
社
会
叉
は
政
党
の
利
益
叉
は
評
価
は
、

全
体
利
益
又
は
国
民
価
値
に
ま
て
統
一
さ
れ
る
。
て
は
政
治
に
於
て
何
故
妥
協
が
生
ず
る
か
?
蓋
し
妥
協
は
自
己
の
理
想
又
は
部
分

社
会
白
価
値
が
完
全
に
実
現
さ
れ
る
可
能
性
の
少
い
時
む
し
ろ
そ
り
一
部
分
D
成
就
を
選
択
し
、
国
旦
仲
買
各
自
国
0
5
5回
の
観
念
を

抱
く
と
き
生
ず
る
。
即
ち
妥
協
は
与
え

b
れ
た
条
件
白
下
に
於
て
、
可
能
的
最
大
の
郊
分
利
益
又
は
価
値
の
実
現
金
沢
ぷ
己
と
に
あ
る
。

従
っ
て
妥
協
は
「
混
沌
」
て
も
、
「
異
質
D
連
続
」
て
も
な
い
、
一
つ
の
民
主
主
義
人
聞
社
会
生
活
か
ち
生
れ
る
議
会
政
治
の
合
理
的

原
別
で
あ
る
。

二
、
経
済
的
繁
栄
か
ら
「
よ
り
よ
き
人
間
生
活
』

J、、

人
間
生
活
に
於
て
最
も
切
実
、
且
つ
現
実
的
な
も
り
は
経
済
生
活
で
あ
る
事
に
何
人
も
異
議
は
左
い
。
し
か
し
人
間
が
物
質
的
生
活

に
「
ゆ
と
り
」
を
生
じ
た
際
、

「
よ
り
よ
さ
人
間
生
活
」
を
欲
求
す
る
こ
と
も
、
人
情
て
あ
る
。
確
か
に
人
間
生
活
の
過
去
を
見
る
と

吉
、
経
済
問
題
又
は
生
活
闘
争
が
常
に
そ
の
最
も
緊
急
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
人
間
が
令
理
主
義
の
下
比
、
交
換
と
佃
値
、
貨

幣
と
価
格
叉
そ
れ
が
導
入
し
た
利
調
、
資
本
と
複
利
、
モ
の
蓄
積
等
を
為
ず
に
至
り
、
即
ち
資
木
主
義
の
発
達
に
伴
い
経
済
は
進
歩
し

た
。
是
は
大
体
十
六
世
紀
頃
顕
著
に
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
絶
後
は
科
学
と
技
術
的
発
明
の
時
代
と
左
り
、
イ

九
世
紀
白
初
め
か

b
、
石
氏
、
水
蒸
気
、
電
気
、
石
油
、
銅
鉄
、
ゴ
ム
、
綿
、
化
学
エ
業
、
自
動
機
械
、
大
量
生
産
方
法
、
無
電
、
印



別
等
急
速
に
進
歩
し
、
製
造
と
輸
送
の
技
術
的
改
善
は
、
工
鉱
業
よ
り
農
業
生
産
に
及
ん
だ
。
最
近
の
原
子
科
学
の
進
歩
は
単
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
科
学
の
飛
躍
的
発
展
に
止

b
ず
、
有
機
物
を
無
機
物
に
置
き
換
え
る
事
に
よ
っ
て
、
人
類
の
労
働
時
聞
を
短
縮
し
、
金
糧
問
題

に
関
す
る
マ
ル
十
ス
的
危
供
の
念
を
一
一
掃
ナ
る
可
龍
性
さ
え
生
じ
て
居
る
。

か
つ
て
ケ

I
ン
ズ
は
「
重
大
友
戦
争
と
人
口
の
大
増
加
が
無
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
経
済
問
題
は
百
年
以
内
に
解
決
さ
れ
、
又
は
少
く

と
も
解
決
心
見
透
し
が
つ
く
か
も
知
れ
な
い
。
経
済
問
題
は
若
し
吾
々
が
将
来
を
考
え
る
な
ら
ば
、
人
類
。
永
久
の
問
題
て
は
無
h
o

・e
・
-
:
日
々
の
パ
ン
の
為
め
に
汗
を
出
し
て
働

b
く
人
医
は
、
関
根
は
共
れ
を
獲
得
す
る
ま
ぞ
、
羨
望
の
快
事
で
あ
る
。
仲
間
し
科
学
と
複

利
に
よ
っ
て
入
聞
が
閑
暇
に
な
る
と
そ
れ
を
如
何
に
使
う
か
、
如
何
に
賢
明
に
、
輸
快
に
又
よ
く
使
う
か
と
い
う
人
演
の
真
の
永
久
的

問
題
に
初
め
て
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。

ハ
ン
セ
ン
も
生
産
性
が
高
ま
る
に
ヲ
れ
て
、
物
的
欲
望
は
益
L
R

豊
か
に
充
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
hr
芸
術
な
い
し
知
識
的
欲
望

を
よ
り
充
分

κ充
す
事
が
可
能
と
な
る
。
生
活
に
於
け
る
時
間
的
徐
裕
そ
れ
自
休
が
、
衣
食
を
よ
り
豊
か
に
す
る
乙
と
よ
り
も
重
要
た

経
済
財
と
た
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
た
飴
阪
が
出
来
る
に
つ
れ
て
、
慰
安
的
、
芸
術
的
た
知
識
的
活
動
へ
の
欲
求
が
現
れ
る
。
そ
し
て

己
れ
等
の
分
野
に
於
て
こ
そ
、
公
共
的
仕
事
晶
、
政
府
に
よ
る
活
動
が
益
k
重
要
友
役
割
を
果
す
白
て
あ
る
と
い
う
。

現
代
世
界
の
国
家
中
最
も
物
質
的
生
活
の
発
達
し
、
経
済
的
生
活
水
準
心
高
い
の
は
、
米
国
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ク
フ
フ
教
授
司
自
由
目

。
=
ち
の
言
う
と
己
ろ
に
よ
れ
ば
、
吋
ア
メ
リ
カ
て
は
、
国
民
平
均
所
得
白
水
準
を
引
上
げ
よ
う
と
す
る
欲
望
と
、
文
化
水
準
の
向

上
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
紋
望
が
浪
仲
間
と
し
て
居
る
。

一
休
財
産
や
福
利
施
設
を
筏
与
重
ね
る
起
重
機
自
休
は
目
的
て
は
左
い
。
経
済

発
展
を
是
認
す
る
第
一
の
理
由
は
、
よ
い
秩
序
あ
る
社
会
主
作
り
出
す
為
め
に
、
モ
し
て
人
生
の
よ
り
美
し
い
も
の
を
、
よ
り
多
く
享

受
す
る
為
め
に
必
要
た
条
件
て
あ
一
る
、
と
の
自
覚
が
強
く
友
っ
て
居
る
』
と
一
古
っ
て
居
る
。
叉
『
人
間
は
平
凡
た
物
質
的
も
の
に
は
飽

尉
政
政
策
の
椛
造
、
と
意
味

第
八
十
巻

ノ、
n 

第
四
号

四
五



財
政
政
策
の
構
造
と
意
味

第
八
十
巻

七。
第
四
4
7

一
四
六

き
る
も
の
一
だ
と
い
う
事
を
益
々
悟
っ
て
来
た
。
然
し
正
義
秩
序
、
幸
福
、
そ
し
て
美
と
い
う
文
佑
の
真
の
要
素
は
無
限
に
入
閣
の
知
的

欲
求
を
さ
そ
う
も
の
で
あ
る
事
士
知
っ
た
。
こ
り
偉
大
な
事
実
主
自
覚
し
た
己
と
は
、
今
日
の
ア
メ

F
カ
に
お
け
る
最
も
喜
ぶ
ベ
古
徴

候
で
な
け
れ
ば
な

b
ぬ
』
と
杓
う
。

然
し
個
人
が
自
己
の
生
活
を
支
え
る
以
上
の
「
ゆ
と
り
」
が
無
し
に
は
文
化
的
歩
み
へ
進
み
得
た
い
と
同
様
に
、

社
会
も
、
国
民
な
り
社
会
の
人
々
の
生
活
を
支
え
る
以
上
白
「
ゆ
と
む
」
が
無
し
に
は
、
防
衛
、
社
会
秩
序
の
維
持
は
勿
論
、
偉
大
な

文
学
、
建
築
、
絵
画
、
彫
刻
、
科
学
、
技
能
、
技
術
さ
え
も
庄
一
む
と
と
は
出
来
た
い
。
そ
こ
ぞ
個
人
も
閏
家
も
、
先
づ
第
一
に
そ
白
生

存
と
文
化
が
経
済
力
に
依
存
す
る
こ
と
は
一
言
う
記
も
無
い
。
そ
し
て
歴
史
由
跡
を
見
る
と
、
個
人
も
閏
家
も
モ
白
絶
対
的
経
済
生
活
を

椎
持
す
る
段
階
か
ら
、
徐
々
に
『
よ
り
よ
さ
生
活
』
、
『
工
り
高
悼
文
化
生
活
』
に
進
ま
ん
と
努
力
し
て
患
る
が
、
社
会
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
ヲ
白
国
家
叉
は

を
『
よ
り
よ
さ
生
活
し
の
創
造
へ
傾
け
る
に
従
ヮ
て
、
そ
れ
だ
け
経
済
活
動
へ
向
け
る
ェ
、
不
ル
ギ
l
D
介
量
が
減
り
、
之
ま
で
文
化
白

創
造
的
努
力
を
可
能
左

b
し
め
た
経
済
的
福
祉
が
段
々
害
わ
れ
て
く
る
。
然
る
に
こ
の
経
済
的
頚
廃
が
進
む
に
つ
れ
芸
術
も
そ
の
新
鮮

味
と
生
気
士
夫
う
。
白
み
な
ら

F
過
去
の
歴
史
て
は
文
化
諸
と
も
に
国
家
が
滅
亡
し
た
己
と
さ
え
あ
る
。
モ
己
て
国
家
生
活
に
於

τは、

経
済
白
繁
栄
と
文
化
白
興
隆
、
又
は
資
本
や
所
得
白
如
き
経
済
価
値
の
堆
積
と
、
文
佑
価
値
の
増
進
を
如
何
に
調
和
さ
せ
る
可
き
か
、

又
モ
の
為
め
に
国
家
内
の
人
的
及
び
物
的
資
源
士
如
何
に
調
和
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
事
が
最
小
人
白
任
務
と
な
ろ
う
。

回

同

区

間

4
5
ω
ε
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0
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司
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自
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Q

M
w
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司
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2
E吾
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口
百
』
目
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ロ
日
目
唱
者
L
S
F
司
】
N
J
H
P

一
河
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邦
訳
、
一
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頁
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倒

Q
E岡
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H
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F
司
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団
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F
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一
ニ
、
健
全
財
政
又
は
予
算
均
衡
へ
の
復
帰

国
家
経
済
と
国
民
経
済
と
、
独
立
し
併
立
す
る
所
謂
「
二
重
経
済
組
織
」
白

E
-
2
3。
日
司
に
於

τは
、
租
税
国
家
は
原
則
と
し
て

同
民
経
済
に
守
生
し
て
居
る
。
そ
己
て
財
政
は
国
民
経
済
全
培
養
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
は
議
会
の
承
認
し
た
予
算
の
下
に
、
収
支
均

衡
を
保
つ
こ
と
が
要
請
さ
れ
従
来
予
算
の
均
衡
は
財
政
上
の
金
科
玉
条
で
あ
っ
た
。
然
る
に
所
謂
近
代
財
政
々
策
が
登
場
し
て
よ
り
、

徐
々
に
予
算
の
均
衡
は
、
軽
視
さ
れ
、
忽
ん
ぎ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

マ
ァ
グ
守
ハ
ウ
ェ
ル
冨
m
w
H
J
4
0
H
H

の
如
き
は
「
財
政
々
策
は
政
府
の
経
授
と
収
入
を
「
経
済
の
安
定
を
得
る
為
め
」
の
均
衡
手
段
と
し

一
九
三
=
一
年
、
ヒ
ユ
l
・
ド
ル
ト
ン
国
高
甘
口
早
cロ
は
、

ζ

の
意
味
の
財

政
々
策
と
金
く
反
対
に
解
し
て
居
た
と
い
』
つ
。
即
ち

F
ル
ト
y
は
不
均
衡
注
予
算
は
イ
γ
フ
レ
を
来
す
。
叉
予
算
の
均
衡
を
絹
る
為
め

不
景
気
の
時
、
和
税
を
引
上
げ
て
も
、
復
興
企
遅
延
さ
せ
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
然
し
こ
ん
な
見
解
は
今
日
て
は
唯
「
健
全
財
政
」

の
信
奉
者
数
人
が
言
う
だ
け
で
、
ド
ル
ト

γ
も
今
は
之
に
属
し
て
屈
な
い
。

て
用
い
る
も
の
で
あ
る
と
盟
解
し
、
今
か
ら
二
十
年
前
、

多
く
の
経
済
学
者
は
不
況
時
代
白
赤
字
財
政
は
治
療
的
て
あ
り
、
租
税
の
引
上
げ
は
有
害
で
あ
る
と
考
え
て
居
る
。

一
九
四
六
年
の

一
犀
備
法
(
他
の
英
語
使
用
の
国
々
及
ス
カ
ン
ジ
ナ
ピ
ア
諸
国
に
於
け
る
同
様
な
方
策
)
の
一
節
を
見
る
と
、
立
法
者
も
経
済
学
者
と
同

様
、
財
政
々
策
に
改
宗
し
て
居
る
。
」
と
一
宮
う
c

然
し
最
近
て
は
、
段
々
右
の
如
き
見
解
は
米
国
て
も
後
退
し
、
再
び
健
全
財
政
、
予
算
均
衡
の
線
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
け
だ
し
元
来

一
九
二
九
年
の
経
済
恐
慌
に
発
す
る
、

て
の
財
政
之
業
中
心
の
経
済
政
策
て
あ
ヮ
た
。
其
は
勇
敢
に
自
由
放
任
主
義
を
棄
て
て
国
家
白
積
極
的
介
入
と
陵
替
政
策
を
採
用
し

一
九
一
ニ
三
年
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
ニ
ュ

l
・
デ
ィ
ル
政
策
は
、
応
急
不
況
対
策
と
し

財
政
政
策
の
構
造
主
意
味

弗
八
十
巻

七

第
四
号

四
七



財
政
政
策
の
構
造
主
意
味

第
八
十
巻

第
四
昔

四
ノ¥

b 

た
も
白
ぜ
あ
る
。
共
は
同
開

-
Z
Bロ
白
雪
山
う
如
〈
k
r
己
西
宮
司
ω吉
田
か
ら
同
。
巳
2
Z〕
百
円
。
日
に
移
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
勿

論
計
同
経
済
と
い
う
程
の
も
の
で
は
無
か
っ
た
c

そ
の
成
果
は
第
二
次
大
戦
の
勃
発
に
よ
ヮ
て
不
確
実
に
終
っ
た
が
、
米
国
て
は
大
戦

と
し
て
再
現
さ
れ
た
。
そ
し
て

出
回
HEmu
出
向
日
出

P
F
2白ロ
o
p

直
後
民
主
党
の

田
山
口
可
印

吋
H
H
M
E
m
H
H
r
工
っ
て
司
E
H
ロ∞戸]

うIt同一予算(1945-1954)百万弗単位

同函予出統計|過不足|年度末一
44，762 98，703 -53，9u 258，682 

40，027 60，703 -20，676 269，422 

40，043 39，289 十754 258，286 

42，211 33，791 +8，419 252，292 

38，246 40，057 -1，811 252，770 

37，045 40，156 3，111 257，357 

48，143 44，633 十3，510 255，222 

62，128 66，145 -4，017 259，105 

08，697 74，593 5，896 263，900 

68，665 78，587 9，922 273，800 

1945年度
1946 11 

1917 I! 

1948 !! 

1949 " 
1950 11 

1951 11 

1952 " 

1953 " 

1954 " 

凶
作
巴
白
百
四
司
等
所
謂

Z
O
C
匂ロ
on-mgc邑
g
zの
一
回
に
よ
ワ
て
支
持
さ
れ
、
発
展
さ
せ
ら
れ
た
が
、
其
は
唯
古
い
閏
由
主
義
の

反
省
て
あ

U
、
脱
皮
に
努
め
た
だ
け
で
あ

p
、
短
期
の
景
気
回
復
、
景
気
調
整

E4{ecutive Office of the President. Bureau of the 

Budget. The Federal Budget in Brief. 1954， p. 44， 

政
策
か

b
、
長
期
の
経
済
安
定
と
上
り
高
い
雇
傭
を
伴
う
経
済
繁
栄
を
企
図
し

た
も
の
で
あ
る
。
然
し
之
は
一
方
て
は
米
国
或
は
資
本
主
義
の
根
本
原
理
た
る

佃
人
の
創
意
心
主
減
返
せ
し
め
る
と
り
原
理
的
反
対
と
同
時
に
、
他
方
景
気
回

復
の
為
め
の
公
共
消
費
の
増
大
、
軍
事
費
の
膨
脹
陀
伴
う
財
政
拡
大
、
イ
ン
フ

レ
の
警
戒
、
高
租
税
、
企
業
の
自
由
束
縛
等
に
対
す
る
不
満
等
に
よ
り
再
吟
味

が
叫
ば
れ
る
様
に
な
っ
た
。
現
に
ト
ル
l
マ
ン
の
7

1

7
・
デ
ィ

l
ル
時
代
に

は
よ
表
の
如
く
米
国
財
政
は
殆
ん
ど
毎
年
赤
字
を
出
し
、
且
つ
公
債
が
累
増
し

た
そ
と
て
民
主
党
は
輿
論
の
支
持
を
央
い
、

一
九
五
三
年
、
共
和
党
の
勝
利
と

た
り
、
之
を
荷
っ
て
立
ヲ
た
現
ア
イ
ゼ
Y

ハ
ウ
ア

l
は
、
企
業
の
自
由
を
回
復

し
健
全
財
政
の
下
に
、
政
府
の
支
出
を
削
減
し
、
減
税
を
断
行
す
る
の
挙
に
出

た。



ア
イ
ぜ

γ

八
ウ
ア
ー
は
一
九
五
八
年
度
白
米
国
予
算
教
書
に
於
て
『
之
は
議
会
に
提
出
す
る
私
の
第
四
回
目
の
予
算
て
あ
る
。
私
は

一
九
五
五
年
度
の
最
初
の
予
算
数
書
ゼ
二
つ
の
重
要
な
財
政
目
的
、
即
ち
均
衡
財
政
と
減
税
を
強
調
し
た
。
モ
し
て
一
九
五
五
年
の
予

算
に
実
証
さ
れ
た
経
費
の
節
減
が
大
き
な
減
税
と
税
制
改
革
を
可
能
に
し
た
。
一
九
五
六
年
は
、
予
算
均
衡
、
一
九
五
也
年
予
算
も
均

衡
す
る
だ
ろ
う
。
又
一
九
五
八
年
に
も
均
衡
予
算
が
提
出
さ
れ
て
居
る
。
私
は
こ
の
財
政
保
全
政
策
が
明
か

K
米
国
の
経
済
成
長
の
堅

一
九
五
七
年
見
積
一
一
九
五
八
年
見
積
一

一
九
五
六
年
見
積

」
一
穴
土
ド
ル

主一ハ
-

Z

H

ち
・
六
ド
ル

吉
凡
・
h

H

=7六
ド
ル

hv

一・八
MM

実
性

K
貢
献
7
Y、
叉
来
年
も
継
続
す
る
だ
ろ
う
と
信
ず
る
」

と
い
っ
て
居
る
。
之
肘
よ
る
と
、
上
掲
表
の
如
く
で
あ
る
。

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
は
今
や
往
時
由
自
由
主
義
と
国
家
主
義
の

フモな

" 

一・也
H

一・八
H

中
間
を
歩
み
、
財
政

r於
て
は
健
全
財
政
主
義
に
立
脚
し
て

川

仰

宮

Ed司

o
-
-
u
H
J
ω
E
-
g
r
o
F
呂
田
・
官
民
mno
ら
E
・

同
Z
O
A司
J

同
日
目
門
叶
国
M
O
m
-

巧
E
E吋
問
。

5
0
d
F
日
由
日
戸
冨
mw
吋
巴
・
匂
】
・

註
二
予
算
の
均
街
に
於
て
は
、
「
予
算
の
均
情
」
と
「
予
算
勘
定
L

C
均
街
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
へ
ば
資
本
資
産
を
声
向
し
て
、
そ
の
収

入
を
負
債
の
返
済
や
負
債
増
加
の
防
止
に
当
て
る
場
合
に
は
、
事
実
上
経
常
予
算
の
均
街
で
は
な
く
予
弾
湖
定
の
均
街
で
あ
る
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア

ー
の
経
済
学
」
、
(
ア
メ
リ
カ
ナ
)
一
九
豆
七
年
八
月
号
、
四
五
頁
参
照
。

四
、
政
策
理
論
と
実
際
上
の
問
題

近
代
財
政
次
策
は
、
現
在
に
於
て
尚
、
同
盟
論
上
か
ら
も
実
践
心
上
か
ら
も
、
多
〈
の
問
題
が
残
さ
れ
て
居
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

私
は
す
て
に
他
の
論
文
で
之
に
言
及
し
た
か
ら
薮
て
は
重
複
す
る
部
分
は
除
さ
更

b
に
別
白
視
野
か
ら
取
扱
っ
て
見
皮
い
。
最
近

ト)

庁ち

財
政
政
策
の
構
造
主
意
味
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八
十
巻

七
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四
号

四
ョIL



財
肱
政
策
の
構
造
左
意
味

第
八
十
巻

第
四
号

五
O 

F
。
増
。
出
国
民
江
ω
が
発
表
し
た
論
文
、

三
七
凹

『
政
府
支
出
、
理
論
と
実
践
の
問
題
点
』
は
興
味
が
あ
引
。
し
か
し
問
題
は
彼
の
論
文
上
り
も

上
り
深
い
理
論
の
側
に
あ
る
。
け
だ
し
自
然
科
学
は
比
較
的
長
期
且
つ
広
領
域
K
妥
当
す
る
原
則
を
た

τ又
之
を
応
用
す
る
技
術
に
上

っ
て
例
え
ば
製
造
加
工
が
可
能
で
あ
る
。
其
は
自
然
科
学
の
対
象
た
る
素
材
と
力
が
常
に
同
一
"
で
あ
り
、
然
も
技
術
は
常
に
既
知
の
も

D
に
関
与
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
忙
財
政
学
と
政
策
又
は
技
術
の
関
係
を
見
る
と
、
人
間
関
係
の
連
関
で
あ
り
、
政
策
は
自
然
科
学

と
異
り
既
知
の
要
因
と
宋
知
の
要
因
を
結
合
し
て
、
希
望
す
る
作
用
を
招
致
せ
ん
と
す
る
。
己
の
場
合
既
知
白
も
の
、
例
え
ば
租
税
決
、

特
に
租
税
の
種
類
、
税
率
、
徴
税
機
関
、
会
計
規
則
、
統
計
等
は
既
知
で
あ
る
と
し
て
も
、
尚
之
に
関
与
し
対
立
す
る
人
間
の
「
心
に

在
る
も
の
L

は
未
知
て
あ
る
。
そ
こ
ぞ
脱
税
、
転
嫁
、
活
税
闘
争
等
の
問
題
が
生
じ
、
叉
租
税
収
入
逓
減
の
法
則
、
或
は
印
ヨ
口
白
「
租

税
の
九
九
L

が
生
ず
る
。
特
に
経
済
制
度
が
不
安
定
で
あ
っ
た
り
、
貨
幣
価
値
が
動
揺
す
る
場
合
に
は
政
策
の
信
頼
性
が
う
す
わ
る
。

銀
行
論
、
保
険
論
、
安
通
論
等
と
、
そ
の
政
策
は
未
だ
相
当
の
妥
当
性
が
あ
る
が
、
財
政
学
と
経
済
学
に
立
脚
す
る
財
政
々
策
の
成
同
時

は
正
い
弱
ゼ
あ
る
。
自
然
科
学
に
於

τは
実
践
は
科
学
に
よ
り
、
技
術
は
理
論
に
よ
る
。
叉
科
学
が
実
践
を
動
か
し
、
理
論
が
技
術
を

指
導
す
る
。
と
こ
ろ
が
財
政
々
策
の
場
合
上
述
す
る
所
に
よ
っ
て
も
判
る
如
く
、
仮
令
財
政
々
策
が
価
格
h
T
所
得
を
通
し
た
経
済
佃
値

問
題
に
関
連
す
る
場
合
だ
け
を
考
え
て
も
、
財
政
学
が
財
政
政
策
を
動
か
し
、
租
税
論
が
租
税
技
術
を
指
導
す
る
の
は
難
し
い
。
況
ん

中
経
済
政
策
以
一
外
の
『
よ
り
よ
さ
人
間
生
活
』
に
関
す
る
文
化
政
策
陀
ま
で
関
与
す
る
段
忙
な
る
と
政
治
が
経
済
と
主
化

r結
び
つ
空
、

計
量
科
学
性
は
う
す
れ
る
。
特
に
政
治
が
輿
論
又
は
未
知
且
つ
変
転
極
り
無
さ
人
聞
の
一
社
会
的
心
理
に
支
即
さ
れ
、
勢
力
民
よ
っ
て
動

か
さ
れ
、
妥
協
に
よ
っ
一

τ統
一
さ
れ
る
と
き
、
之
を
科
学
的
に
解
決
す
る
事
は
不
可
能
で
事
る
。
だ
か
ら
た
と
え
、
財
政
々
策
が
、
す

ベ
て
佃
格
又
は
所
得
を
通
じ
て
計
量
し
、
そ
の
短
期
又
は
長
期
の
一
均
衡
を
謀
る
と
し
て
も
、

一
定
の
限
界
が
あ
る
。
そ
し
て
技
術
上
の
一

諸
問
題
は
漸
次
解
決
さ
れ
る
と
し

τも
、
計
量
の
限
界
外
に
立
つ
分
野
、
即
ち
必
共
財
、
精
神
的
所
産
と
し
て
支
化
、
モ
の
価
値
等
は



単
に
共
れ
が
計
量
不
可
能
な
る
が
故
に
非
科
学
的
と
し
て
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
無
〈
、
其
が
持
つ
桂
会
的
意
味
を
解
明
ず
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

所
謂

zo当
ロ

E
-
r
E回
目
。
ロ
円
切
の
円
。
ロ
唱
の
間
て
も
、
そ
由
理
論
の
細
部
に
至
る
と
色
々
に
分
れ
て
居
る
。
米
国
の
民
主
党

と
共
和
党
の
一
政
策
に
於
て
も
そ
の
見
解
が
分
れ
る
。
近
代
田

EmB-HUQ】
】
々
を
支
持
す
る
経
済
学
者
は
一
般
的
に
国
家
の
集
合
需
要

が
、
最
も
重
要
注
雇
傭
の
決
定
要
素
て
あ

p
、
又
政
府
が
こ
の
集
合
需
要
D
大
部
分
を
占
め
、
然
も
金
集
合
需
要
白
残
部
た
る
民
間
集

合
需
要
部
分
の
増
減
を
椅
整
ナ
る
事
が
出
来
る
、
と
一
声
う
一
般
的
原
理
に
は
皆
賛
成
し
て
居
る
。
そ
し
て
国
家
の
集
合
需
要
が
民
聞
の

其
れ
を
補
整
す
ベ
く
増
減
さ
れ
る
事
は
量
的
及
び
質
的
に
一
定
の
効
果
を
持
つ
事
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
家
と
民
聞
の
聞
に
需

M
H
 

更
を
交
替
す
る
こ
と
、
即
ち
唯
量
的
に
国
家
と
民
間
が
相
殺
的
に
需
要
を
補
整
す
る
と
し
て
も
、
両
者
需
要
の
交
替
に
よ
る
技
術
の
効

果
に
就
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。

初
期
白
提
案
、
即
ち
一
九
三
三
年
頃
白
恐
慌
対
策
と
し
て
、
景
気
白
下
降
す
る
時
代
、
即
ち
呼
び
水
的
に
と
ら
れ
て
居
た
時
代
に
は
、

消
費
の
増
大
を
招
く
為
め
に
、
政
府
白
公
共
事
業
投
資
叉
は
政
府
の
消
費
を
増
大
す
る
と
い
う
見
解
が
支
阻
的
で
あ
っ
た
。
之
は
ル
l

ザ
ハ
ベ
ル
ト
か
ら
、
ト
ル
マ
ン
の
司
回
目
口
白
色
ま
で
一
貫
し
た
考
え
方
で
あ
っ
た
。

然
る
に
今
日
、
即
ち
ア
イ
ゼ

y

ハ
ウ
ア

l
の
政

策
と
な
る
と
、
む
し
ろ
緊
縮
、
財
政
白
均
衡
、
健
全
財
政
主
義
が
再
び
拾
頭
し

τ、
む
し
ろ
政
府
は
経
費
節
減
と
、
減
税
を
大
き
く
と

り
あ
げ
て
居
る
。
特
に
イ
ン
フ
レ

l
シ
ョ
ン
を
警
戒
し
、
往
時
全
盛
を
極
め
た
、
初
期
の
財
政
々
策
は
稿
下
火
と
た
り
、
往
時
の
自
由

主
義
江
多
少
逆
転
し
、
自
由
主
義
と
過
度
白
財
政
々
策
の
中
間
を
歩
ん
で
い
る
。
現
在
て
は
イ
ン
フ
レ
を
警
戒
し
つ
づ
、
叉
企
業
の
自

由
を
出
来
る
だ
け
生
か
し
づ
っ
、
景
気
変
動
の
調
節
の
為
め
に
、
時
に
は
公
共
投
資
を
為
し
、
時
に
は
消
費
を
拡
大
す
る
こ
と
が
、
景

気
の
振
幅
を
調
整
す
る
適
当
た
変
数
て
あ
り
、
安
全
弁
て
あ
る
と
考
え
て
居
る
模
様
ゼ
あ
る
。

尉
民
政
策
の
構
造
と
意
味

第
八
寸
巻

一七
五

第
四
号

五



財
政
政
策
心
構
造
と
意
味

購
入
十
巻

七
六

第
四
す

五

財
政
々
策
の
技
術
か
ら
見
る
と
、
川
別
経
済
状
況
の
短
期
。
正
確
な
予
報
D
仕
方
、
同
財
政
々
策
心
理
々
な
技
術
の
有
効
力
士
如

何
に
評
価
す
る
か
、
の
二
問
題
が
あ
る
。
第
一
は
簡
単
に
解
決
は
困
難
で
あ
る
、
然
し
結
局
財
政
々
策
は
予
報
に
あ
る
の
で
無
く
、
現

実
の
経
済
状
況
に
合
致
す
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
た
る
。
叫
惜
し
予
報
が
不
正
確
で
あ
る
限
り
、
予
報
に
立
脚
し
た
政
府
行
為
は
、
矯
玉

よ
り
も
む
し
ろ
有
害
と
な
る
。
皮
肉
K
言
え
ば
、
予
報
が
不
適
当
だ
か

b
モ
れ
が
減
ら
な
い
白
て
あ
る
。

hu
し
ろ
何
時
の
侍
代
て
も
殆

国
ん
ど
予
報
ゅ
な
る
も
の
は
、
自
分
に
好
都
合
左
政
策
医
有
利
た
支
柱
を
求
め
る
政
治
家
に
利
用
さ
れ
る
。
第
二
の
問
題
は
上

p
扱
い
易
い
。

叉
古
共
学
者
は
問
題
を
究
め
、
財
政
々
策
の
特
別
友
計
量
力
の
知
識
を
増
加
し
て
呉
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
之
は
遅
い
か

b
大
蔵
省
、
予

勢
局
、
経
済
顧
問
会
等
に
於
げ
る
政
府
白
研
努
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
査
し
之
空
?
の
も
白
が
研
究
す
る
こ
と
は
、
経
済

学
者
D
持
た
ぬ
技
術
知
識
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
又
他
の
利
用
出
来
な
い
統
計
資
料
を
点
検
す
る
必
要
が
あ
ヲ
た
り
、
個
人
研
努
家
J
」

は
容
易
に
扱
い
得
な
い
等
白
点
か
ら
見
て
適
当
な
の
で
あ
か
。

同
拙
稿
「
尉
成
政
策
の
時
時
と
課
題
に
就
て
」
、
彦
根
論
叢
、
第
三
十
四
争
、
昭
和
三
十
一
年
十
二
且
。
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五
、
結

論

財
政
が
、
領
地
経
済
の
家
産
的
国
庫
平
官
房
の
家
計
経
理
を
主
と
す
る
時
代
に
は
、
技
術
的
で
あ
り
、
之
を
合
理
化
す
る
と
と
も
算

術
的
て
よ
か
っ
た
。
其
は
高
々
ペ
テ
イ
白
考
え
た
様
な
「
政
治
的
算
術
」
て
よ
か
っ
た
。
然
し
租
税
国
家
、
公
債
国
家
と
な
り
、
国
家

経
済
が
国
兵
経
済
と
並
立
す
る
二
豆
経
済
組
織
に
於
て
、
財
政
が
大
ふ
さ
く
国
民
経
済
に
寄
生
す
る
様
に
な
る
と
、
財
政
は
単
な
る
算
桁



自]
技
市?
ゼ
は
あ
り
手阜
赴

く
た
る

グ
ラ

ド
国ス
カ ト
等 ン
ドこ 凶

思早

字i
と15)7_

を
E畠

破
し
て

『
予
算
は
単
た
る
算
術
ご
と
で
は
無
い
。
移
し
い
方

法
て
伺
人
の
繁
栄
の
根
源
、
階
級
関
係
、

と
一
百
フ
た
。

近
代
の
所
謂
ア
イ
ス
カ
ル
・
ポ
リ
シ
イ
は
恐
慌
対
策

的
「
呼
び
水
政
策
」
か
ら
、
短
期
の
「
景
気
振
幅
調
整
政
策
」
止
な
り
、
進
ん
で
長
期
の
「
景
気
補
整
政
策
」
と
な
り
、
格
済
安
定
か

ら
、
高
度
の
雇
怖
を
目
的
と
す
る
経
済
繁
栄
ハ
経
済
成
長
を
企
図
す
る
陀
軍
一
っ
た
。
其
は
最
早
ギ
純
粋
な
経
済
政
策
て
は
無
く
、
他
の

m
 

多
く
の
非
経
済
的
意
図
が
包
含
さ
れ
て
属
る
。
然
る
に
財
政
に
時
け
る
、
政
治
と
経
済
の
結
合
が
広
汎
に
た
り
、
山
早
た
る
経
済
繁
栄
の

為
め
の
政
治
手
段
か
ら
、
非
経
済
的
、
否
む
し
ろ
「
主
的

J

上
さ
人
間
ヰ
活
』
を
企
図
す
る
社
会
の
文
化
的
欲
求
に
進
む
様
に
た
る
と
、

財
政
の
評
価
は
た
だ
経
済
的
評
価
、
叉
は
自
然
科
学
的
十
刀
法
に
立
脚
す
る
伺
格
支
は
所
得
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
果
を
測
定
す
る
こ
と
に

は
限
界
が
生
ず
る
。
叉
政
治
的
に
は
経
済
価
値
の
笑
現
、
経
済
の
繁
栄
を
考
え
る
経
済
政
策
と
、
文
化
価
値
の
実
現
乃
至
「
よ
り
よ
き

人
間
生
活
日
一
社
会
」
を
考
人
る
文
化
政
策
と
が
並
立

L
、
妥
協
し
づ
っ
形
式
的
統
一
を
は
か
る
。
之
を
従
来
「
政
治
の
歪
曲
」
J

し
あ
る

と
し
、
経
済
外
的
た
も
の
で
あ
り
、
非
科
学
的
ゼ
あ
る
と
し
て
除
外
し
、
或
は
軽
視
し
た
。
仲
間
し
私
は
人
間
生
活
の
現
実
を
カ

y
ト
流

の
「
混
沌
」
と
考
え
た
り
、
リ
ッ
グ
ル
ト
の
一
「
異
質
の
連
続
」
と
考
え
た
〈
た
い
。
人
間
生
活
は
常
に
其
の
目
的
と
手
段
の
関
係
に
於

て、

一
定
の
秩
序
を
持
ち
、
社
会
的
に
ム
ロ
目
的
意
味
を
持
っ
て
居
る
。
之
は
法
則
科
学
に
容
与
す
る
よ
り
も
、
意
味
を
解
明
す
る
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
と
き
に
は
現
実
の
財
政
経
済
は
、
決
し
て
政
治
に
よ
る
歪
曲
ぜ
も
非
科
学
的
ゼ
も
左
い
。
其
は
経
済
価
値

上
り
も
、
よ
り
高
次
的
、
上
り
望
ま
し
い
、
少
く
と
も
、
人
間
白
等
し
く
欲
求
す
る
理
想
叉
は
「
よ
り
よ
さ
人
間
生
活
」

へ
の
政
治
的

欲
求
と
、
現
実
生
活
と
し
て
離
れ
得
左
い
経
済
白
制
約
と
の
一
「
妥
協
」
の
結
果
て
あ
る
。
其
れ
は
歴
史
的
条
件

r於
て
、
叉
可
能
な
る

経
済
限
度
に
於
て
人
聞
が
直
想
を
求
め
る
令
理
的
姿
ぜ
あ
る
。
そ
こ
に
人
聞
の
理
想
K
対
す
る
合
目
的
性
、
又
は
目
的
と
手
段
の
関
係

に
於
け
る
社
会
生
活
的
意
味
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
人
間
の
過
去
D
歴
史
を
見
る
と
き
、
常

r経
済
白
繁
栄
が
文
化
の
母
て
あ

財
政
政
策
の
荷
造
と
意
味

第
八
十
巻

七
レ
〕

第
四
号

一
主
三



財
政
政
策
の
構
造
と
意
味

第
八
十
巻

三
七
八

第
四
号

五
四

る
。
そ
し
て
経
済
自
体
は
人
間
生
活
白
虎
局
目
的
て
は
無
い
が
、
人
問
、
又
は
社
会
が
経
済
外
的
、
又
は
文
化
的
生
活
に
よ
り
多
く
白

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
す
と
、
こ
れ
士
て
、
文
化
を
培
養
し
た
母
胎
と
し
て
の
経
済
が
、
次
第
に
萎
徴
衰
退
し
て
来
る
。
延
い
て
は
文
化
D

華
を
咲
か
世
た
経
済
白
地
力
が
痩
壮
、
減
退
す
る
。
モ
う
な
る
と
、
自
然
に
文
化
の
華
も
し
ぼ
ん
で
来
る
。
こ
D
意
味
に
於
て
経
済
生

活
と
文
化
生
活
を
如
何
に
調
和
す
る
か
、
社
会
の
人
的
、
物
的
資
源
を
如
何
に
按
配
し
、
如
何
に
協
力
せ
し
め
て
行
く
か
が
、
国
家
の

重
大
志
任
務
と
た
る
。
そ
し
て
財
政
は
政
治
の
手
段
ゼ
あ
る
と
同
時
に
、
政
治
白
地
カ
で
あ
る
か
ら
之
を
保
持
す
る
為
め
に
一
応
経
済

的
均
衡
叉
は
国
民
綜
令
経
済
白
再
生
産
的
均
衡
の
上
に
立
ち
、
之
が
成
長
と
共
に
財
政
経
済
上
、
益
々
「
ゆ
と
り
」
が
生
ず
る
事
が
必

要
て
あ
る
。
モ
己
て
財
政
臼
第
一
目
的
が
国
家
需
要
の
配
分
と
手
段
の
獲
得
に
於
て
経
済
的
最
大
効
果
を
追
求
す
る
と
い
う
事
は
之
を

認
め
る
必
要
が
あ
る
。
健
全
財
政
も
予
算
D
均
衡
も
必
要
て
あ
る
。
撚

L
之
は
よ
り
広
角
的
視
野
ι
y
b検
討
し
た
け
れ
ば
左
b
た
い
。

財
政
D
赤
字
追
放
、
健
全
財
政
、
国
民
経
済
の
繁
栄
等
は
同
時
に
よ
り
高
い
、
叉
は
金
銭
ゼ
直
按
評
価
問
来
沿
い
国
民
文
化
、
国
民
所

f尋
? 

白
増
大
、
調
整
さ
れ
、
安
定
し
た
社
会
、

「
よ
り
よ
ふ
さ
人
間
生
活
」
等
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な

b
な
い
。
勿
論
之
は
財
政
の
経

務
性
、
閏
民
経
済
と
財
政
の
綜
合
的
再
生
産
、
拡
大
再
生
産
等
が
貫
要
て
あ
る
事
を
前
提
と
し
た
上
白
議
論
て
あ
る
。

財
政
が
経
済
的
に
効
果
を
あ
げ
る
為
め
に
は
、
勿
論
そ
の
投
入
門
昌
己
即
ち
人
的
資
瀕
た
る
労
力
及
び
物
的
資
源
た
る
資
財
が
、

上
り
多
き
産
出

OE]百件

世
生
み
出
す
必
要
が
あ
る

こ
の
場
合
財
政
て
は
モ
の
「
産
出
」

が
直
接
価
格
や
所
得
ゼ
現
わ
れ
て
来
る

場
合
も
あ
る
が
、
社
会
的
用
役
、
無
形
的
、
非
価
格
的
、
不
可
分
的
会
共
財
と
し
て
現
れ
る
場
合
が
多
い
。
即
ち
投
下
し
た
「
経
済
価

植
」
が
、
異
質
の
「
社
会
価
値
」
と
な
る
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
こ
の
場
合
に
は
範
鳴
を
具
に
し
、
比
較
計
且
旦
が
困
難
と
な
る
。

し
か
し
人
聞
は
身
休
的
生
命
を
維
持
す
る
つ
ゆ
と
り
」
が
出
る
と
吏
b
k
、「
Z
り
上
き
人
間
生
活
」
を
求
め
、
多
〈
の
価
値
を
追
求

ナ
る
。
人
間
は
一
つ
の
生
け
る
価
値
追
求
者

s-E自
o
w
Z同

]
H

己
認
で
あ
る
。

人
間
を
か
〈
あ
る
べ
者
立
派
な
も
の
に
す
る
「
智



志
の
豊
か
さ
」

「
美
の
追
求
」
等
然
し
美
に
な
る
と
人
間
心
知
性
よ
り
も
感
情
又
は
よ
り
原
始
的
な
も
の
に
訴
え
る
も
の
で
あ
旬
、

測
る
こ
と
も
記
述
す
る
こ
と
由
休
も
困
難
で
あ
る
。
唯
休
験
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
財
政
に
於
げ
る
政
治
経
済
と
文
侶
D
追
求

は
、
妥
協
に

Z
P、
経
済
性
は
著
し
〈
歪
曲
さ
れ
、
非
合
理
化
さ
れ
た
如
く
見
え
る
。
し
か
し
之
主
人
間
生
活
由
理
想
か
ら
見
る
と
吉

は
、
共
は
合
目
的
生
活
で
あ
る
。
ま
た
経
済
生
活
と
文
化
生
活
が
統
合
し
て
居
る
と
己
ろ
に
、
人
間
生
活
の
社
会
的
意
味
が
あ
る
。
そ

し
て
是
は
計
量
経
済
学
が
か
か
る
人
間
生
活
、
国
家
政
治
の
基
盤
を
保
持
ナ
ベ
〈
、
経
済
的
考
慮
と
心
配
か

b
、
予
算
の
均
衡
を
考
え
、

国
民
綜
合
経
済
の
視
野
か

b
、
桂
会
々
計
的
均
衡
を
考
え
、
之
を
秒
断
し
、
投
究
ず
る
己
と
と
何
等
矛
盾
す
る
も
の
で
は
左
い
。
た
だ

科
学
主
義
が
解
決
し
得
る
計
量
的
分
野
は
、
隈
凶
作
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
外

K
立
つ
非
計
量
的
部
分
は
、
之
を
単
に
非
科
学
的
の
故
を

以
て
、
排
除
す
べ
き
で
た
い
。
む
し
ろ
其
は
人
聞
が
現
実
に
経
済
の
制
約
を
う
け
乍
b
文
化
的
思
想
を
求
め
る
合
目
的
生
活
と
し
て
、

社
会
的
意
味
を
持
っ
て
居
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
場
合
た
だ
そ
の
社
会
的
意
味
を
悶
明
し
、
之
を
解
明
す
る
と
岡
崎
に
、
今
後
経
済

と
文
化
の
最
も
よ
さ
血
合
組
合
せ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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